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私の南極観測隊
田 英 夫
未曽有の国際共同事業である南極観測に,新 聞報道の
任務で参加することになったのは昭和31年の こ とで し
た.朝 日新聞社と共同通信社から各1名 とい うことで,
当時共同の政治部記者の私に1月 頃南極へ行けと突然云
われたのです.こ れはえらいことになったと,それから
始めて南極というものを勉強したわけです,な にしろ予
備知識など全然あ りませんし,南極が大陸で北極が海で
あること,その程度でした.い わんや地球物理学の知識
はあろうはずもないわけですから,航海中は永田隊長か
ら,何 も知らんとお叱 りの言葉を受けたものでした.
幸いなことに航海中"宗 谷大学"な るものが開かれ,
それぞれ専門家の隊員が講義 して くれ るわけです.そ こ
では私達2人 の新聞記者が一番真けんに聴いて勉強した
のではないでしょうか.
また,記者の目から何を報道しようと思ったことは,
世間一般の知識は私と同 じ程度〃ですから,私を標準に
と考え."南極の自然とは何か""オーロラが何故現われ
るのか"こ うい うことをいかにわか りやす く報道するか
が課題でした.そ れが南極からですのでニュースを送 る
のに大変苦労しました。我々の書 く記事も公電扱いであ
るため,隊長の検閲を受けて,そ れから電信用紙にカタ
カナで書き直 して宗谷郵便局へとんで行 くのです.検 閲
には記者として若干の抵抗はあ りましたが,記 者である
と同時に隊員でもあったわけですから仕方がなかったと
思います..また,取 材については特に航海中は,幸 か不
幸か銭別にもらったウイスキー類がほかの人より多いこ
ともあって,我 々2人の部屋は ㌧ミー 宗谷"と な りまし
た.風 呂場,洗 濯場の脇 という地の利!'もあ って.隊
員,乗 組員のお客様はひきもやらずの大盛況.特 に永田
隊長,松 本船長などは毎日かよって来ました.そ んなご
"岬
とから,こちらから取材に行かな くとも皆 さんとの会話
の中から,'`ききこみ"で 取材ができ,これは大変プラ
スにな りました.
さて,東 京出港の時を想い出しても,私を始め南極に
行 く当人達にはあまり悲愴感はなかったように見えまし
た.か えってまわ りの人達.し かも我々新聞仲間の方が
もっぱら悲愴感をか り立てるような記事を書いていまし
たね.当 時は南極に関する記事は トップになっていまし
たからね.これには記事を送った本人がビックリするほ
どでした.だ からといって全 く未知の仕事であるから悲
愴感があって不思議ではないはずなんですが.出 港した
あと最初に出た言葉が"ほ っとしたなあ"と い うこ と
で.ま わりの騒ぎから解放されて,これから仕事に専念
できるなあというのが正直な気持でした,
もっとも始めて宗谷を竹芝で見た時は,こ んなちっぽ
けな船で南極まで行け るか と,と てもシ ョックでした
が,白 瀬中尉の開南丸を考えれば立派なわけです.それ
にして も六度にわたる南極での働きは大したものです,
最初の隊であるため永田隊長は第1次観測隊の統括に
っいては大変だったと思います.い かに規律正 しく,い
かに楽 しくやるか,特 に山登 りの権威者が多 く皆一匹狼
的存在でしたから,それで私 も隊員となるにあたって忠
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誠を誓わせられたものです.
私は船上では犬の世話をは じめf'可でもや りました.そ
れも一番に上陸 して最初の犬櫨隊に参加したい一心でし
た.ま た,ス キーができたおかげもあって,と にか く犬
饒偵察隊の一員に選ばれたのです.しか しこの大橋隊も
オングル島に上陸するまでに3口位かか りました.前 方
を見ればオングル島,後方を見れば宗谷という距離だっ
たのですが,そ の間には思いもよらなかった いわ ゆ る
`くパ ドル"に難儀 させられたわけです,私も1mは ある
と思 った海氷が突然バリバ リという音がして,一 瞬海に
落ちたか と思いました.何 とも恐 しい経験でした.そ し
てオングル島に上陸 した時,写 真機のフー ドなるものを
見つけました.前人未踏の地に人工的なものがあったも
のですから皆大きな驚きでした.後 でわかったことです
が,偵察に飛んだヘリコプターから撮影していた時に落
したものでした.い よいよ輸送が開始されるや今度は雪
上車の ドライバーに転身しました.或 る時は,村 山さん
と2人で雪上車の中でいねむ りをし,同 じ場所をグルグ
ル廻っていたことがあ りましたが,後 でヒャー ッとしま
した.
これ らの話は当時船内で発刊していた南極新[珪】にいろ
いろなことが書いてあ りますから,チ ャンスがあったら
読んでみて下さい.
南極も科学調査が定着して来ましたね,も う,米.ソ
連,オ ～ストラリァなどでは,女 性科学者が夏場に沢山
出かけて行 く時代です.日 本隊としてもボツボツその時
期に来たと思います,船 での生活も問題ないだろうし,
昭和基地 も近代的になったことです し,観測活動でも男
女の別は考えな くても良い と思われます.N本 では唯一
の女性南極研究者である岩淵さんは,さ しずめウェイン
ティングリストのN。1とい うことですね.
南極の将来 となると私には科学的なことはわか りませ
んが,こ れだけ続いて来たこと,そ して各国が協力して
多 くの成果を挙げて来たことを考えると,やめてはなら
ないし,続けてゆ くことに意義があると思います.
南極はいろいろな意味での理想郷でな くてはならない
でしょう.今後,資 源問題がクローズアップされてくる
と,あの他には見ることのできない自然を,崩 さずに人
間のために南極に秘められた ものを利用 していく方法が
あるかどうか,我 々が避けては通れない課題でしょう.
将来,南 極は もっともっと一般の人にも身近かな もの
となって くると思いますが,あ まり開発 してもらいたく
ない気持です.当 時 《暢南極は音のない世界 だ"《《南極に
は緑の太陽が出る"な どと書いたことがありますが,す
ばらしいあの自然を壊 したくないと,いっ も思っていま
す, (筆者:第1次 観 測隊 員,現 参 議 院 議 員)
〔本稿は当研究所岩淵美代子・助 「・との文才談によるものである:
第19次南極地域観測隊の出発 にあた り
平 沢 威 男
本年3月 乗鞍の冬期訓練からスター トした第19次南極
地域観測隊 も,その後の各種訓練,物 品調達,「 ふじ」
への績み込みなど全てのスケジュールを順調に消化し,
出発準備の万端が整い,あ とは出発を待つだけとなりま
した.隊 は総員40名(越冬隊30名,夏 隊10名)で 編
成され,例 年のように,11月25日東京港晴海埠頭から出
発,一 路南下し,来年の正月頃には昭和基地の近くに到
達できることにな ります.そ して,私 共が本来の目的と
する南極における観測や設営作業がはじめられることに
な ります.
現在,人 工衛星,ロ ケット,大気球などの飛翔体を駆
使 し,地球の周辺の空間を国際協力のもとに総合的に調
査しようとの計画 「国際磁気圏観測計画(IMS)」が実
施されつつあ り,南極観測においても,第17,18,19次
の3年 間にわた り,オーロラ現象の解明を中心とした総
合立体観測が行われています.第19次越冬隊は,こ の南
極におけるIMS計 画の最終年度を担 う隊として,前 次
隊と同様,超 高層物理部門の観測に大きな比重がおかれ
ています,大 型ロケットS-310JA型を中心 とした6基
のロケットを直接オーロラに打ち込んでの観測をは じめ
として,昭 和基地,み ずほ観測拠点及び無人観測点によ
る広い平面での観測,ま た,昭 和基地の頭上に飛来する
科学衛星からの観測データの受信などを計画 して い ま
す.特 に,人 工衛星受信においては,来年2月 に打ち上
げを予定 されている日本の科学衛星 【`EXOS-A"の
受信が行われることは特筆すべきことでしょう.
IMSl汁画に直接関係のない研究観測でも前年度に引
き続き活発な研究活動が行われます.気 象部門ではエー
ロゾル及び微量気体成分の観測,生 物部門では寒冷陸上
生物の生態系の研究が1震点的に行われます し,医学部門
では環境汚染及び寒冷下における人体の生理学的な研究
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が計画 されています.ま た,例 年のごとく,気象 ・地震
・潮汐 ・電離層 ・地磁気 ・極光などの定常観測も続けら
れ,地 球物理観測所 としての昭和基地の役割を果すこと
になっています.
IMS計画が終了する来年度からは,南 極観測の重点
は地学総合調査と雪氷 ・気象研究 部 門 を 中心 と した
"POLOX　South計画"へ と移行することになっていま
す.そ の先駆的な役割を果すのが第19次夏隊で10名の夏
隊員の うち5名 が地学担当隊員で占められています.こ
れらの隊員により,昭和基地周辺の未調査露岸地域での
地質 ・測地 ・重力 ・地震などの広範囲な分野にわたる総
合調査が行われることになっています.ま た.ふ じの船
上における海洋観測も定常観測の一環 として継続され,
特に,南極海での調査に重点がおかれ る予定です.
● 設緬 で殿 燗 。作業とし・,地学棟鍛 鋼 川
水素発生器室などの建物の建設,昨 年建てられた電離棟
への観測機器の移設,5KW送 信器の設置,110KVA
発電機の新設などが主な作業で.仕 事に追才.フれる忙 しい
夏をすごすことにな りそうです.
第L9次の夏隊は53年4月,越冬隊は54年3月に帰国予
定です.満20年を迎え,成年に達 した南極観測の21年目
にあたる第19次隊としては初心にかえ り.無事任務の達
成をしてまいりたい と考えております,
(筆者:第19次観測隊長,国 立極地研究所教授)
南極観測隊便 り
一策18次越冬隊の近況一
昭和基地は9月 に引き続 き,10月も雪の多い悪天が続
き,オ ーロラ観測や野外観測を行 う者をやき もき させ
た.こ の悪天を縫って,み ずほ観測
拠点滞在要員の交代,食糧,燃 料の
補 給,無 人 観 測 点A1の 点 検 を 日的
と した 第4回 内 陸 旅 行 が 長 谷 川(リ
ー ダー) ,佐 々木,坂 本,城 代,古
川 に 中 型雪 上 車SM50S-1号 車.
ラ ジ コ ン ブル ドー ザ ーD31,ノ」、型雪
上車KC40-26}}車,居 住 カ ブ ー ス
橿2台,荷 物 睡6台 の陣 容 で10月27
日に1日発 した.
算;17次「隊カミ的≡{ト11」.1Ctこイ吏」目しtt　　ヵ
ブ ー ス を含 め て橿7台 を牽 引 し,そ
の威 力 をみ せ つ け た ラジ コ ン ブル ド
ー ザ ー は ,こ の 旅 行 で は 軟 雪 で;,T－し
み,し ば しば 亀 の 子状 態 とな り場 所
に よ..、て は 桟 の 台 数 を 半 減 して の り
切 らね ば な らず,使 用 時 期 のむ ず か
し さを 痛 感 させ られ た.
11月7口 み ず ほ に 到 着 した 旅 行 隊 は,非 常 用 車 輌 と し
てKD60-97」・平 に か えてKC-26号 車 を 残 し,長 谷
川,佐 々木,坂 本 と交 代 した 金 子(帰 路 の リー ダ ー),
外 谷,小 賀 に 城 代,古 川 の メ ソパ ーで13日A1点 に 向 っ
た.し か し ラ ジ コ ン ブ ル ドーザ ーは ス タ ー ター の 故障 で
残 置 の や む な きに 至 っ た.帰 路 は 順 調 な 旅 行 で15日 に
A1に 到 着,170ま で気 象 観 測 機 器 等 の点 検 を 行 い.11
月21日全 員無 事 昭 和 基 地 に 帰 投 し た.
昭 和 基 地 の観 測 は 夜 が な け れ ば で き な い オ ー ロラ の 光
学 的 観 測 な ど,夜 中 も 白夜 とな っ た10月下 句 に 終 了 し
た.地 理 部門 の海 底 地 形 調 査 は リ ュツ ォ ・ホ ル ム湾 中 央
部 の測 深188点を 行 い,オ ング ル 島 の西50km以南,ラ ン グ
ホ ブデ 西50km以北 の海 域 を ほ ぼ 終 了 し,現 在 オ ン グ ル カ
ル ベ ン周 辺 を行 って い る.ま た,み ず ほ 観 測 拠 点 で はW
MO　 (世界 気 象機 構)よ り新 ら た に国 際 地 点 番 号(89544)
を 受 け,今 ま での モ ー ビル コー ドに変 っ て 地点 番 号 を 使
っ て の地 上 気 象観 測 の通 報 を11月15日よ り開 始 した.そ
の他 の観 測 は支 障 な く行 わ れ て お り,隊 員 も第19次隊 の
受 入 れ 作 業 の 為か 軽 い腰 痛 を 訴 え る程 度 で全 員 元 気 で あ
る.
昭 和 基 地 は10月と もな る と,冬 の[田に す っか り厚 くな
っ た通 路 の天 井 の霜 が 落ち,ペ ンギ ンや トウ ゾ ク カモ メ
が 訪れ,急 に 夏の 気 配 が強 くな って くる,11月 に もな る
と,基 地 の 道 路 の融 雪 を 早 め る た め の 砂 ま き,輸 送 用 ト
ラ ッ クの 整 備 な ど第19次隊 受 入 れ 作 業 が 急 が し くな って
くる と と もに,瞭 くふ じ"出 港 の ニ ュー ス を 聞 き急 に 内 地
が 近 くな って きた よ うな 気 力;する頃 であ る.
Xル ートを行 くSM　50　s　agi　車
('srs2旧1.一 一80卜
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一南極OB会開かる一
11月25日の第19次隊の出発に先立って,恒例の南極O
B会が11月21日(月)夕刻,半 蔵門にある東条会館で盛
大に行われた.
当 日は隊員OB.宗 谷,ふ じ乗組員OB,　事務局OB
等160名が参集,岡 野澄東京工専校長の乾杯に始まった
会は,村 山雅美次長の司会により.隊員OBで もある田
英夫議員,南 極観測事業にゆか りの深い長谷川峻,坂 田
道太議員のあい さっがあり,つづいて平沢威男隊長以下
循の会?よ ろしくそろいのブレザーコー トに身を包んだ
第19次隊員が紹介された.
今回のOB会 は例年にくらべて1桁代の隊員が多く,
再開前のムードがいっぱい.久 方ぶりに顔を合せた老兵
(?)達は南極 コックも大勢いる東条会館の心尽 しの料理
を前にあちこちで思い出話に花を咲かせていた.藤 井恒
男OBの いつ もながらの第1次 隊の暴露話にどっと湧い
た後.朝 比奈菊雄隊員撮影の第1次 隊記録映画 「ペンギ
ンの国」が上映され,現 在とは違い探検的気分の画面を
みて 「若い々々」といいっつ8時 半過ぎ散会 となった.
メー トルをあげたOB達 はF.E五五グループとなって2
次会の待つ町に消え.ていった.
一策19次観測隊の出発一
策19次南極地域 観 測 隊 員(平沢威男隊長ほか39名)
と,同行する3名 のオブザーバーを乗せ た観 測船　Ctふ
じ"は.11月25日(金)午前11時,秋晴れの東京港晴海
埠頭を離れ,陽 光の中を一路昭和基地へ と向った.ふ じ
は途中オース トラリアのフリーマン トルにてチリ国の交
換科学者1名 を乗せ,12月下旬に氷縁に着き1月上旬か
ら2月上旬まで輸送作業をは じめ,地 学棟の建設,ロ ケ
ットの打ち上げ,沿 岸における野外調査,地 質調査等多
くの作業が待っている.
今回の隊員には地学,測 地の専門家が5人 含まれてい
るのが特色で,いずれも夏隊員であるが,第20次から本
格的に始まる予定・「醐 の資嚇 査」・予欄 査妬 ●
う。
また,越 冬隊30名は第18次隊と引き継ぎ,超高層観測
を重点とした各種研究観測(気 象,生 物,医 学等)が 行
われる.特に,超 高層部門においては,国 際磁気圏観測
計画(IMS)の 最終年度として,S-310型ロケット
4機による超高層の諸現象の観測を人工衛星及び,地上
観測魚群と共に総合的,立 休的に行われる,
一第19次観測隊の家族会開かる一
出港を日前に控えた11月24口(木)第19次観測ll隊の家
族会が永田所長,平 沢隊長,大 瀬副隊長を招き,東条会
館において開催された,今 回の主なブPグ ラムは所長,
隊長の挨拶に始ま り 「出港当日の案内」 「寄港地への手
紙の出し方」及び 「電報の打ち方」など留守中の諸連絡
に関する詳細な説明が行われた,ま た,最後に南極での
生活の一・端を紹介する映画 「白い大陸 と男達」が上映さ
れた,今 回の家族会 も例年になく活発な質疑応答があ り
盛会のうちに幕を閉 じた.
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一第20次南極地域観測隊長決まる一
「有極地域観測統合推進本部総会が11月24日(木),国
立教育会館に於て開催され,第20次観測隊長に当研究所
地学研究部門教授吉田栄夫氏が決定,同H発 表された.
占田栄夫
国立極地研究所教授
4一
昭和5年12月18日 生
(47才)
・」1:閂分 野 自然 地 理学
隊 員歴
第2次 夏,第4次 越 冬,
第8次 越 冬,第16次 夏
(副隊 長)
極 地 研 ニ ュ ー ス
国際会議報告
一第9回 南極条約協議会議一
本会議は52年9月19日～10月7日の間,ロ ンドンで開
催された.今 回から参加のボーランドを含む13か国の代
表,専 門家約150人により,9議題が討議され,6勧 告
が採択 された.第8回 協議会議の勧告を受けて,本会議
の主要議題は,南 極地域の鉱物資源 と南大洋の生物資源
問題とであった.従 って,代 表団には水産庁 ・資源エネ
ルギー庁の職員が含まれ,当 研究所からは永田所長,吉
田教授及び筆者が参加 した.
南極条約第9条 に基づき協議国は,生 物資源の保護 ・
保存に主要な責務を持つ ものであるとの基本的立場が,
資源問題を論ずるに当って終始強調 された.しか し,一
方では各国とも,資源の探査 ・開発に多大の関心を示 し
た.ま た,資 源問題となると,科学研究のために凍結 さ
れてきた領土主権,領 土請求権(南 極条約第4条)の 問
題を避けて通るわけにはゆかず,"領 土主権を侵害する
ような,いかなる体制にも参加できない"と い うような
発言すら出る有様であった.領土権を認めない我が国は
これに対抗 したが,勧 告中に双方の主張を並 記 した 形
で,一時的な妥協が成立した.
鉱物資源問題については,ま ず開発技術が検討 され,
引き続き法律 ・政治問題が討議 された.そ の結果,探 査
・開発は,環 境に対する影響を避け得るようになるまで
は抑制すること,を含む勧告がなされた.し かし.基礎
研究は当然継続 されるわけであり,基礎研究 と探査 との
分別は極めて困難であるから,資源問題を念頭に置いた
研究は,か えって,盛 んにな りそうな感 じであった.こ
ういった底流のあることは,第10回協議会議以前に,法
律 ・政治の専門家会議を開き.結 果を協議会議に報告さ
せることになったことからもうかがえよう.
海洋生物資源に関しては以下の項を含む勧告が出され
た.す なわち,資 源の合理的利用を含む保護 ・保存の方
策を確立するため,BIOMASS計 画を実施すること.
協議国が中心にな り,昭和53年中に保護 ・保存のための
体制を作ること.体制が出来るまでの間,資 源の枯渇を
招かないよう注意 し,漁獲統計資料を交換すること.ま
た,体 制作成の準備会議を,特 別協議会議として,昭 和
53年2月末から3月中旬にかけて.キ ャ「ンベラで開催す
ることが決定された.
この他,通 信及び気象データの収集 ・配布の改善を図
るための勧告がなされ,第le回協議会議の前に専門家会
議が開かれることになった.更 に,輸送協力 に関 す る
SCARの 活動の継続を要請する勧告が採択され,議 題
"人の南極環境に与える影響"に ついては,環境保護と
5
強調する声明が勧告として出され,別 に,海 洋の油汚染
を防止するための勧告がなされた.
以上の他に,南 極条約地域における観光客 ・非政府探
検隊の影響,南極条約非加盟国の南極地域での活動,協
議会議の文書.保 護措置と特別科学関心地区の検討が議
題 となり,討議 されたが,勧 告が出されるまでには至 ら
なかった.な お,第10回協議会議は昭和54年にワシント
ンで開催されることになった.
(筆者:星合孝男 国立極地研究所教授)
南 極観 測 「今昔物 語」
シリーズその6"生 活"
松 田 達 郎
昭和32年1月29日,東オングル島に上陸し昭和基地を
開設してから20年を経過した.そ の間大陸における調査
旅行.基 地における各種観測に輝やかしい成果をあげて
きたが,それ らを支える設営の態勢の充実があったこと
もみのがせない.そ れにそこに働 く隊員の生活の変化,
向上が成果を上げるのに役立っていることはいうまでも
ない.昭 和基地における20年間の生活環境と生活の変化
をたどってみた.
生活環境の変化
昭和基地創設当時の建物は4棟 で計200㎡の広さしか
なかった.そ こに11人の隊員がひしめき合って生活して
いた.第9次 隊では建物の面積は5倍 になったのtz人数
は3倍 にしかなっていない.そ の後建物はふえつづけて
今では約3,50D㎡になってはいるが越冬隊員は30人どま
りである.第8次 隊までは観測棟,通 信棟,食堂棟,な
どに分宿していたのである.即ち仕事の場と休みの場所
が同 じであった.し かし第9次 隊から居住専用の居住棟
を建て始め.第13次隊までに3棟 建て終 り,今では隊員
30人が職場と住居の分離を楽しんでいる.
基地の生活と観測にとって重要なのは電力である.初
期の越冬隊では20KVAの発電を行ってお り,第7次 隊
一.1←"T・P'-w芦－P-1～　一、'　 門`一一門
.～
第7次 隊で もち こまれた給水 タン ク車で結氷 した池か ら
水を汲み上げ ると ころ
」
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になって45KVAと発電1止を倍増し,第8次 ではそれに
20KVAを追加運転し,第9次 隊からは45KVAと65K
VAの2基 並行運転を行うまでになって現在にいたって
いる.
次に大切なものに水がある.夏の間は比較的容易に近
くの池や流れから運んで くればよいが冬は氷山の氷や.
建物のわきにふき溜った雪を発電棟の中にとりこんで,
溶かして使用しなけれぱならない.そ のための雪入れの
仕事はかな りの労働である.第7次 隊では屋外に水タン
クをおいて発電機の余熱で水の状態に保温することに成
功した し.　rgll次隊では一挙に130kZの水を屋外に貯え
るタンクの建設に成功 した,始めの頃は毎日水つ くりを
やっていた.ブ リザードのときなどは水つ くりは困難を
きわめた.しか しタンクに予備の水があればあわてるこ
とはない,か くして始めの越冬隊では1日1人 ⑳ 旦位 し
か使用できなかった水を今では1日1人50～60Eも使え
るようになった.こ こにも生活の上における工夫,向 上
のあとがうかがえる.
集団生活
限られた小人数の人達だけで1年 間昭和基地及びその
周辺で生活 しなければならない.銚 子無線局を経由する
日本との通信,短 波ラジオの受信,各 国の南極基地 との
定時通信以外は全く一般社会とははなれてしまうのであ
る,そ こには越冬隊員だけの閉鎖社会が生れ る.従 って
その社会特有の現象がでてくる.越冬隊の中に流行語が
っくられては消えていった.第5次 隊の中では一年間流
行語の数は35種類あった.そ の言語の発生した源をさぐ
ってみると,隊 員間で喋っている内にでてくる言葉がと
り上げられてできるものがもっとも多 く18種もあった.
映画やレコー ドなどの台詞をまねした りしてできたもの
ユ ー ス
が12種類でそれにっいでいる.仲間同士の相互作用が流
行語の発生の一番大きな原因になっていたのである.
食事をするときに食卓位置を初めから決めてお く隊 と
自由にしておく隊がある.最近の隊はそうではないが第
5次隊では隊長のまわ りに年令の高いものが坐 り,反対
の方向に若者が坐るとい う傾向がみられたものである.
このような年令によってきまる現象がいくつかある.第
5次隊で呼び名の統計をとってみた ところ,隊長 とか ド
クターなど職名で呼ばれるものは高年令組で,そ の次は
姓で呼ばれるグループ,っ いで姓 とあだ名を半々によば
れ るグループで若くなり,次にあだ名だけでよばれるグ
ループがもっとも若い年令層になっていた,これで年令
制がよく行きわたっていることが分った.次 に入浴順で
あるが隊長を先に入れたあと年令順に入ることは日本南
極観測隊の長い間の習慣であった.と ころがその長い間
の習慣が少しずつ変ろうとしてきたのが第11次隊からで
あった.す なわち3つ の組に分けて,そ のグループが交
代で順 番に入ることにしたがそれは第12次隊までつづい
た.第13次隊になったらそれ も撤廃され.都 合のつく人
から先に自由に入るようになってしまった.第17次隊ま
でずっとこのような自由制がつづいている,初期の越冬
隊では風呂に入ることが大きな喜びの一つ で あった の
が,今では生活状態もよくな り,風呂に入ることが日常的
なことになってきたものと思われる,日本の隊では年令
的な秩序がみんなに受け入れ られる根底のものであるこ
とを知っていると,ものごとをすすめる上に都合の良い
場合が多かった.こ のように集団生活の中の特長を抽出
しつっ,ま た,別 の面で生活の断面をとらえてみよう,
生活のきま り
越冬隊が生活し,作業し,研究を進めてい く上には各
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白ばらばらでは成立っものではな く,それぞれの隊独自
で隊内規則をっ くっている.この規則は観測隊報告の中
に記載されているが,実 際に成文化され残っているのは
第4次 隊以降である.北村さんは第1次 隊は法律なし,
第3次 隊法律できだす.第4次 隊は法律成文化すると報
告している.大筋の項目を示すと越冬隊の職務分担,隊
運営のための組織,日 課,当 直,会議,入 浴,洗 濯,水
つ くり,便所及び汚水処理,食 事,清 掃,機 械使用,娯
楽,防 火,防 災,保 安などである.これらのとりきめは
第7次,第8次 隊においてもっとも詳しくそれ以後は次
第に簡略化されていくが,そ の中で保安,防 火,防 災に
関する規則にっいては何れの隊でも詳しく規定 し,万全
の注意をはらってこれに対処していることは当然のこと
とはいえ注 目すべきことである.一方一般の規則中で簡
単化され.っ いにはなくなってしまったものがある.そ
れは便所の項である,初めの頃はブリザー ドの時以外は
特設の便所は使用せずすべて野外でなされていた.従 っ
て勝手に放出したのでは衛生的にもわるいので一定の場
所を指定 してなされたのである.第5次 隊では小便所を
つ くり,第7次 「隊では水洗便所をつ くり.最近では各棟
に小便所ができている.中央施設から遠 くはなれた とこ
ろでは大便所までできてきた.そ うするとその貯蔵 され
た大小便の処理を定期的にゃれば良いので,毎 日の用便
のための規則は不必要になって くる.第10次隊からは便
所に関する項が消滅したのである.
越冬隊を運営するには話合いの場が必要である.小人
数だと食事 しながらでも十分用をたすことが可能な場合
がある,しかし人数が増えて くるとどうしても会合 とい
うか会議が必要になって くる.全員で行 う全体会議,幹
部だ1ナのiペ レーション会議,そ の他内陸調査委員会,
ユ ー ス
観測部会,設 営部会,電 力委員会,娯 楽委員会,保 安 ・
防火委員会などがあった.こ れらの会議で一年間の規則
をっ くり越冬生活,調 査研究に備えるのである.第3次
隊からその越冬日誌の中をたどると何時会議を行ったか
を知ることができる.すべての隊を通 して会議の多いの
は越冬初期で,次 に多いのは春や夏の調査旅行の編成,
準備をする前の7,8月 頃であった,調 査旅行隊を出し
たあとは会議の回数も次第に減少し,1月 には最低にな
っていた.こ のような会議の回数の変化はwatlの心の動
ぎとも微妙に合致しているように思われた.す なわち越
冬初期には気合がかか り緊張しているあわただしいふん
囲気がある,冬 ごもり準備,旅 行準備に当るときも同様
に仕」rに追いまわされて緊張している.越冬も'ドばすぎ
調査旅行隊がでかけていったあとはやっと生活にも余裕
がでて くるのである.心の緊張感の一年間の変化と会議
回数の うつ り行きのカーブと並行しているように思われ
る.次に第3次 隊から第15次隊までの聞の越冬隊員数と
会議同数との間の相関係数をとってみると0.7とい う高
い相関のあることが分った.10～30人の間でたまたまこ
のような関係がでてぎたのであろうが.　waflが次第に増
えるに従い会議回数も増加していることは興味深いこと
である.会議が情報の伝達に重要な役割を果してきたこ
とも事実である.
情報の伝達 といえば公式の会議以外にいろいろの工夫
が考えられた.第10次隊では隊内新聞としてS10トピッ
クス(B6版)を 毎日発刊 し,第11次隊はEleven　News
(A4版)を2～3日 おきに壁新聞形式 で発 行 した.
第13次隊ば日刊13次(B6版)を毎 日,第15次隊は週刊
ボー15(A4版)を各週,第16次隊はダイ リースターズ
(B6版)を毎 日それぞれ謄写版刷で発刊 しているので
正月の もちつ き
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ある.これらはすべて隊員の自由意志でなされた もので
あるが15人前後の隊では見られず.30人の隊にして始め
てこのような形式の隊内情報活動が自発的にでてきたこ
とは興味あることである.多い人数の隊でこのような情
報活動が隊のとりまとめに役立ったものであることは否
定することはできない.
最後になってしまったがお酒の配給制度について述べ
てみる,酒は越冬生活にとって重要なものであることは
今更い うまでもない,し かし一般の物資 と同様酒の輸送
も制限され第5次 隊までは少なかったが,第7次 隊以降
は1人1日 平均ISO　rn£　(酒に換算して)以上はあった.
現在の隊 もこれとさほど変っていない と思 う.これ らの
酒は自由に飲むことは許されず,そ の消費については長
い間配給制が しかれていた.第5次 隊の頃までは厳しい
配給統制下にあった酒が第8次隊で食堂で一般の酒が自
由化,第9次 隊からは食堂 とバーで自由化,第12次隊か
らは一般の酒,高 級 ウイスキーともにすべての酒が毎夕
食時とバーで自由化 されるまでになった.長 い期間かけ
て厳 しく統制 された環境から一歩一歩自由のもてる集団
に移っていったことが分る.これは一般社会の生活に近
づいていく過程 とも思われ る.
む す び
20年に及ぶ日本南極観測隊の諸制度,習慣は急激に変
化することな く,生活様式の漸進的な向上変化にっれて
少しずつ変動していったことが伺える.このことは越冬
開始の時期に新旧隊員が1か 月近 く昭和基地に同居 し,
十分な引き継ぎを行 うことが最大の理由であろ うが.も
う一つ越冬2回 以上の経験者が各隊に必ず数名いること
から習慣の伝承に役立っていると思われる.
しかし初期の越冬の頃のきびしい越冬生活から次第に
統制や規則も緩和され,か な り自由に越冬生活を楽 しみ
っっ送ることができるようになった.し かしその自由が
行きすぎて困ったこともなく順調である.日 本の南極観
測隊の生活は非常に保守的にゆっくりと変革していって
いると思われる,(筆 者:国 立極地研究所資料主幹)
ア トキソン長官来所
米国国立科学財団(NSF)長 官アトキン ソ ン博 士
は,来 日早々の10月10日当研究所を訪問された.当 日は
祭日にもかかわらず永田所長以下関係者が同長官やNS
F天文 ・気象 ・地学 ・海洋科学担当次官補スロ一夕ー博
士等一行を迎えた.NSFは.米 国の科学研究の推進及
び援助等のため設立された政府機関で,こ の1部 局には
南極観測計画(USARP)を 実施 している　Division
ef　Polar　Programsもあ り,両国の南極観測事業や研
究所が関係する日米の国際研究計画について,友 好的な
話し合いが行われた.ま た,海 洋生物や陽石について説
明を受けられた り,低温実験室において防寒服をっけて
の低温体験等の所内視察も行った.特 に,長 官は各国か
ら注目されているオキアミにっいて,熱 心に耳を傾け,
すでに我が国ではオキアミのソーセージ等の製品が市場
に出ていることに関心を示 された.
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1977年8月
Memeirs　ef　Natienal　Institute　ofPelar　Research
　 Series　C (Earth　Sciences).　No.　12
　 　 Geology　and　petrography　of　the　Northern
　 　 Yamato　Mountains,　East　Antaratica,　by
　 　 K.　Shiraishi.　 October　l977
JARE　Data　Reports
　 No.　39　(Aurora)
　 　 Records　of　all-sky　camera　utilization　at　Syowa
Stationin1974-1975.June1977
　 No,　40　(Meteorolgy)
　 Meteorological　data　at　Mizuho　Camp,　Antarctlca
　 　 in　le76-1977.　 October　l977
　 No.　41　(lenosphere)
　 　 Riometer　records　of　30　MHz　 cosmic　noise　at
　 　 Syowa　Statlon,　Antarctica　in　1976.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 November　1977
職員の異動
12月1日 今田 収(前 三重大学庶務課長)管 理部庶務
、課長}こ酉己置換
擾 茂弘 辞職
白石和行 地学研究部門助手に採用
昭和47.3北 海道大学理学部地質学鉱物
学科卒業
51.3北 海道大学大学院理学研究科
修士課程修了
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第18次隊 月例報告
<52年9月 ・10>
第3回 内陸旅行隊は9月15日,全員無事昭和基地に帰
投 した.基 地にはペンギンや トゥゾクカモメが訪れ,ま
た通路の天井の霜 も融け出すなど春の気配が日増 しに濃
くな りつつある.
観測報告
地理:リ,ッ ォ ・ホルム湾中央部の測深188点を行っ
た,これでオングル島西方50km以南及びラングボブデ西
方50㎞以北の海域はほぼ終了した.
みずほ観測拠点:発 電機室の改善 を行 った.12KV
A,　16KVA発電機室ともグラスウールを断熱材として
張 り,風力発電機やエンジン冷却水の余熱を利用して両
室とも常時暖房することとした.こ れにより発電機エン
ジンの定期整備が非常にゃりゃす くなった.
内陸旅行:長 谷川iE道をリーダーとす る第4回 内陸旅
行隊は,予定より3日遅れの10月27日,みずほ観測拠点
への物資補給 と人員交代,無 人観測点の点検のため昭和
基地を出発した.メ ンバーはみずほ観測拠点で交代する
長谷川正道,佐 々木秀勝,坂 本純一の3名 と城代雅夫,
古川IE三の2名,計5名 で構成 されている.悪天候 と軟
雪のため,み ずほ観測拠点到着予定日は,か な り遅れる
見込みである.
設営報告
燃料消費内訳 単位 £
9月10月
区 分.一..一....一 一一
消費量 残f覇:.消費量 残 量.
?樋 軽 油14,765i244・・67i・4,1・7i229・96・
　 　
灯 油6・530i37・7814・85732・924.
g月 下 旬,内 地 通 信 が困 難 とな り私 電 に5日 の遅 れ が
発 生 した.み ず ほ 観 測 拠 点 及 び 旅行 隊 通 信 も非 常 に 不安
定 であ っ た が10月に 入 ってか らは概 ね 良 好 で あ る.隊 員
健 康状 態 も概ね 良 好 で あ り,昭 和 基 地,み ず ほ観 測拠 点
の 観 測 ・設 営 と もほ ぼ 順 調 に経 過 して い る.
☆
☆
☆
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